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No.1 砂鉄川流域ウォータープラン 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：砂鉄川流域ウォータープラン、平成１３年３月 
②対象流域または対象行政区界：岩手県 砂鉄川流域 
③策定の枠組み：検討主体 砂鉄川流域ウォータープラン策定協議会 

 
策定の背

景、目的 

①背景 

『砂鉄川流域の特徴として、下流域は平常時の水量に恵まれた清流であり、鮎が

生息し、鮭が遡上する川として地域の人々から親しまれている。しかし、過去にた

びたび洪水の被害に見舞われている。一方、中流域では、日本百景に数えられる「猊

鼻渓」に多数の観光客が訪れている。今後については経済社会情勢の変化に伴う水

需要や水循環の変化が、流域全体の水環境を左右することが考えられる。 

従って、ゆとりや美しさに満ちた「清流砂鉄川」を保全し、より良い水環境とし

て発展させていくためには、水循環の場である市街地、農地、森林などを含む流域

ぐるみでの取り組みが大切となっていく。このためには関連する行政機関連携を一

層強化するとともに流域住民の方々の積極的な参加が不可欠となる。 

このような背景のもと、行政、利水者、及び住民が三者一体となり、健全な水環

境を保全・再生し、望ましい砂鉄川流域を創造するための基本構想として「砂鉄川

流域ウォータープラン」を策定する必要がある。』 

 

②計画の基本理念・目標 

『人間活動で“水”を利用することが、周り回って水環境へ景況を与えるという

ことを理解し、未来永劫、豊かで清らかな「清流砂鉄川」の恩恵を受けられるよう、

川と上手につきあっていくことが重要となる。 

そのようなことから、流域いっぱいに広がる大自然とそこに生活する人々と調和

がとれた「清流砂鉄川」にふさわしい理想の川づくりを計画的に推進していく必要

がある。 

そこで、砂鉄川ウォータープランの基本理念を次のとおりとした。 

「湧き出ずる清流“さてつかわ”を生かした“豊かな地域づくり”のために」』 
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現況把握 ①流域（行政区域）の現況 

流域面積 ：３３５．１ｋｍ２ 

河川延長 ：４４．６ｋｍ 

降水量  ：１，２２７ｍｍ／年 

気温   ：１１．３℃ 

土地利用 ：市街地２．２％、農地１７．１％ 

人口   ：２７，７００人 

水利用（上下水道、地下水）上水道普及率：６０％ 

 

流域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水収支図 
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課題 ①水環境 

・取水量の不足 

農業用水の取水が困難な時期のある地域がある（猿沢川流域）。 

・水質汚濁 

水質が悪い個所（支川）がある（曽慶川）。 

 

②都市環境 

・洪水浸水被害 

洪水被害のある地域がある（川崎村、東山町）。 

・水辺のふれあいの不足 

水辺空間の減少や環境悪化により川と接する機会が減少している（アンケー

トより）。 

・河川環境の悪化 

昔の川「清流砂鉄川」を取り戻したい（アンケートより）。 

 

③自然環境 

・生物種の減少 

昔生息していた生物が減少している（アンケートより）。 

 

以下に、３町村の特性を考慮して課題をまとめたものを示す。 
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対策の 

方針 

 

望ましい環境像(基本理念)を実現させていくための基本方針を以下のとおり設

定した。 
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具体的対

策の概要 

①具体的対策の概要 

1)「泳いだり、水遊びのできる川」のための施策 

・汚水処理施設整備 

・工場、事業所の排水規制、監視、指導及び協力要請 

・家畜排泄物処理施設の整備 

・水質監視 

・家庭からの汚濁負荷削減 

・水質保全意識の高揚 

2)「カジカ・クレソンが生息・繁殖できる川」のための施策 

・多自然型川づくりの推進 

・河道内植生の保全 

・魚類の放流 

・水生生物の調査 

・河川清掃 

3)「豊かな湧水と清き水が流れる川」のための施策 

・農地、自然地の保全 

・水源涵養林の保全 

4)「水害の少ない安全な川」のための施策 

・治水対策 

・森林保全等水源涵養機能の向上 

5)「豊かな水を上手に使う」ための施策 

・農業用水利用の合理化 

・ため池の整備、補修 

・雑用水利用 

・雨水利用 

・工業用水の回収率の向上 

・節水意識の高揚 

6)「川を通じた地域の交流」のための施策 

・川と親しむイベント開催 

・地域交流活動の展開 

7)「水にまつわる文化の継承」のための施策 

・風土・観光地の保全 

・歴史・文化の保全 
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策定時の

住民の関

わり 

住民アンケート 

地域住民の意識を把握するためにアンケート調査を実施。 

但し、アンケート対象者は住民代表者の他に、砂鉄川ウォータープラン策定協議

会メンバーを含む。 
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